
 

 

 

 

 

鹿野地区体育会が【ペタンク大会】を開催しました。 

 ６月２２日(日)に、旧鹿野小学校校庭で【ペタンク大会】

を開催しました。今大会には、６集落１９チームの参加があ

りました。 

 予選リーグは、５チーム(一部４チーム)ずつの変則リーグ

戦を行いました。何度もメジャ

ー計測になるなど、熱戦を繰り広げました。また、目標球に「ピタ

リ」とつける好プレーや、相手の球

を押して近づけるなどの珍プレー

の続出で、会場内は大歓声で盛り上

がりました。 

予選リーグ・決勝トーナメントと熱戦を繰り広げましたの

で、その結果を紹介します。 

⦿予選リーグＡ 【大工町１・大工町２・下町１・ 

山根町１・立町１】 

 ○２勝した《大工町 1》が勝ち上がりました。 

⦿予選リーグＢ 【大工町３・大工町４・下町２・ 

山根町２・立町２】 

 ○２勝した《立町２》が勝ち上がりました。 

⦿予選リーグＣ 【大工町５・下町３・下町４・ 

立町３・ひまわり】 

 ○１勝１分けで《大工町５》と《下町３》が並 

びましたが、得失点差の多い《下町 3》が勝 

ち上がりました。 

⦿予選リーグＤ 【下町５・下町６・大工町６・上町】 

 ○２勝した《大工町 6》が勝ち上がりました。 

⦿決勝トーナメント 

 ●準決勝第１試合 《大工町１ 7-2 立町 2》 

 第２試合 《下町３ 6-5 大工町６》 

 ●決勝戦 《大工町１ ７—６ 下町３》 

※各集落で懇親の輪が広がり、慰労会が盛り上がったこ

とと思います。 

☆今後の予定 

 ・ボッチャ大会…８月２４日(日) 流沙川学舎体育館 

 ・運動会…１０月５日(日) 流沙川学舎グラウンド          《 裏へ続く 》 
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鹿野地区公民館ホームページの 

ＱＲコードです。 ⇒ 
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【環境視察研修】を実施しました。 

７月３日(木)、２１名で【環境視察研修】に出かけました。最

初は、今回のメインの視察場所になる湯梨浜町の【衛生環境研

究所】に行きました。はじめに、【衛生環境研究所】についての

説明を聞きました。その役割は、(1)．県民の安全確保に役立つ

調査研究の実施。(2)．環境の保全・再生と活用に役立つ研究・

調査の実施。(3)．試験検査の信頼性確保と精度の向上。 

(4)．住民・ＮＰＯへの環境学習・環境活動支援。これらの役

割を果たすべく活動を日々行っているそうです。 

続いて、【鳥取県の大気環境～大気汚染～】についてのお話を

伺いました。大気汚染の度合いを表す項目は、●二酸化硫黄(Ｓ

Ｏ2)・一酸化炭素(ＣＯ)・二酸化

炭素(ＣＯ2)など。●微粒子状物質(ＰＭ2.5)。●光化学オキシ

ダント。●浮遊粒子状物質。 だそうです。そして、大気汚染

の原因は、○工業排出ガス。○自動車排気ガス。○自然の要因

…火山の噴火や森林火災など。今回の《新燃岳》の噴火も影響

が出たそうです。同研究所では、ＰＭ２.５と光化学オキシダ

ントについての日々の測定に力を入れておられるとのことでした。これらの数値が高い時は、

とにかく外に出ないことが一番だそうです。 

 大気汚染の対策として、個人での取り組みは、 

 

 

 

 

 次に、新しくオープンした道の駅「ほうじょう」に行きました。名物は、《ねばりっこソフ

トクリーム》だそうです。その後、昼食・満正寺の見学を済ませて、選果場に行きました。 

 ここでは、全国が認める《倉吉極実西瓜》の選果の様子をガイドさ

んに説明していただきましたが、残念ながらメインの機械は故障中で

した。フル稼働なら１日２万個の処理能力があるそうです。見学の

後、美味しい「スイカ」をみんなで試食しました。 

 帰りに、道の駅「燕趙園」に寄り帰鹿しました。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 

 
まちづくりに対するご意見・ご要望は鹿野まち普請の会事務局までお寄せください。TEL(0857)38-0022 

無料開放します。 

期 間:５月１２日(月)～８月２５日(月) 

        毎週月曜日 

時 間:１５時～１７時 

施 設:トレセンアリーナと和研修室 

※そうだ。トレセンで遊ぼうよう！！ 

鹿野トレセン工事予定 

⦿あそんだ

あとはかた

づけて 

⦿仲良くし

ましょうね 

⦿あいさつ

をして帰ろ

うね 

 施設の紹介 

 大気汚染の現状 

 掲示物の見学 

①．省エネを心がける。…冷蔵庫の開閉回数を減らす。冷暖房の温度設定を調節する。省

エネ製品を使う。ＬＥＤ電球を使う。など ②．移動は、徒歩や公共機関を利用する。 

③．省エネ対策をしている製品を選ぶ。 ④．地産・地消を心がける。 

 選果しています。 


